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一級建築士を

　　　　　めざして

　
窓
の
外
を
見
る
と
、
空
に
入
道
雲
が

広
が
り
、
ク
ス
の
木
の
枝
に
と
ま
め
て

い
る
せ
み
は
、
涼
し
げ
に
ミ
…
ン
ミ
ー

ン
と
鳴
い
て
い
る
…
…
そ
ん
な
光
景
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
二
級
建
築
士
日
高

慎
一
さ
ん
（
2
7
歳
1
1
財
光
寺
切
島
山
）

の
仕
事
場
。

　
日
高
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
五
年
富
島

高
校
の
商
業
科
を
卒
業
後
、
室
内
デ
サ

イ
ン
の
仕
事
を
め
ざ
す
た
め
上
京
。
デ

ザ
イ
ン
専
門
学
校
の
東
京
デ
ザ
イ
ン
ア

カ
デ
ミ
ー
に
通
学
す
る
か
た
わ
ら
、
日

本
建
築
大
学
の
通
信
教
育
も
受
け
た
と

い
う
努
力
家
だ
。
二
年
周
の
学
業
を
終

え
た
あ
と
、
東
京
の
設
計
事
務
所
に
勤

め
た
が
、
三
人
兄
弟
の
う
ち
男
は
日
高

さ
ん
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ
り
昭
和
四

十
八
年
に
帰
郷
し
た
。

　
そ
の
後
、
東
京
で
の
勉
強
と
経
験
を

生
か
し
、
昭
和
五
十
年
に
二
級
建
築
士

の
資
格
を
と
り
、
い
ま
無
我
夢
中
で
仕

事
に
と
り
く
ん
で
い
る
。
四
年
間
の
実

務
を
経
験
し
た
ら
、
一
級
建
築
士
の
受

験
資
格
が
で
き
る
と
い
う
。

　
製
図
板
に
の
っ
た
ト
レ
ッ
シ
ン
グ
に

プ
ラ
ン
マ
ス
タ
ー
を
使
っ
て
設
計
し
な

が
ら
コ
級
建
築
士
を
め
ざ
し
て
勉
強

中
で
す
」
と
日
高
さ
ん
は
意
欲
満
々
。
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暦
の
上
で
は
立
秋
を
す
ぎ
ま
し
た
が

み
な
き
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
す
か
。

　
と
こ
ろ
で
、
六
月
の
広
報
で
も
お
し

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
市
は
こ
と
し
四
月

か
ら
、
市
役
所
ロ
ビ
ー
（
市
民
課
前
）

に
「
，
市
民
の
声
」
と
い
う
ポ
ス
ト
を
設

置
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す
る
た
め
つ

く
ら
れ
た
も
の
で
す
。
　
「
こ
う
し
て
ほ

し
い
」
　
「
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
も
ら
い

た
い
」
な
ど
、
市
行
政
に
対
す
る
こ
と

で
し
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も

け
っ
こ
う
で
す
。

　
こ
の
ポ
ス
ト
に
、
、
・
建
設
的
な
ご
意
見

を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

二人

（8月1日現在）

78人置

20人増

98人増

26，984人

29，722人

56，706人

婁
撫

5増16，538

、
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日
向
市
は
、
明
る
く
庄
み
よ
い
環
境

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施

策
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
住
宅
、
「
，
市
営
住
宅
」
に
つ
い
て
、
そ
の

実
情
を
ご
紹
介
し
て
み
ま
す
。

　
市
は
市
制
施
行
以
来
、
住
宅
に
困
っ

て
い
る
人
た
ち
が
安
い
家
賃
で
使
用
で

き
る
よ
う
に
、
市
営
住
宅
の
建
設
を
す

公営住宅事業

塩田
団地蛭藻で128戸を建設3

本年9月から工事に着手

す
め
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は
古
い
も

の
で
昭
和
二
十
八
年
に
建
設
さ
れ
た
富

高
後
無
田
（
木
造
平
家
二
月
建
て
け
八

戸
）
の
住
宅
、
最
近
で
は
昭
和
五
十
二

年
に
建
設
さ
れ
た
日
野
屋
大
王
谷
団
地

（
中
層
耐
火
三
階
建
て
“
五
十
四
戸
）

な
ど
を
含
め
て
、
一
種
住
宅
三
百
七
十

六
戸
、
二
種
住
宅
四
百
三
十
二
戸
あ
わ

せ
て
八
百
八
戸
が
、
建
設
き
れ
て
い
ま

す
。　
最
近
五
力
士
の
建
設
状
況
を
み
て
み

ま
す
と
、
昭
和
四
十
八
年
に
日
知
屋
櫛

の
山
団
地
六
十
戸
（
中
層
耐
火
五
階
建

て
）
、
四
十
九
年
に
は
財
光
寺
大
原
団

地
六
十
戸
（
中
層
耐
火
五
階
建
て
）
、

五
十
年
に
は
同
じ
く
大
原
団
地
二
十
戸

（
中
層
耐
火
五
階
建
て
）
と
木
原
団
地

四
十
戸
（
中
層
耐
火
五
階
建
て
）
、
五

十
↓
年
に
は
同
じ
く
木
原
団
地
四
十
戸

（
中
層
耐
火
五
階
建
て
）
、
大
王
谷
団

地
十
八
戸
（
中
層
耐
火
三
階
建
て
）
、

そ
し
て
五
十
二
年
に
は
大
王
谷
団
地
五

十
四
肩
が
建
設
き
れ
て
い
ま
す
．
．
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勲

五
十
三
年
度
一
＝
二
＝
＝
一
＝
分
散
住
宅

美
々
津
地
区
に
六
戸

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
五
十
五
年
度
ま

で
の
三
二
年
事
業
で
、
日
知
屋
塩
田
地

区
に
百
二
十
八
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
初
年
度
の
五
十

　整然とした櫛の山団地
敷　，　　　　　　　　　　　　　　．‘

三
年
度
は
第
一
種
十
六
肩
、
第
二
種
四

十
両
を
建
設
、
五
十
四
年
度
に
は
第
一

種
二
十
四
戸
、
第
二
種
二
十
四
冒
を
建

設
、
そ
し
て
最
終
年
度
の
五
十
五
年
度

〆
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N 　塩田団地予定地
¥
　
文
　
日
知
屋
東
小
学
校

l
l
i
1
1
1
1
｝

に
は
第
二
種
二

十
四
戸
を
そ
れ

ぞ
れ
建
て
る
計

画
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
塩
田
団
地
の

建
設
予
定
地
は

こ
と
し
四
月
に

開
校
し
た
日
知

屋
東
小
に
隣
接

し
て
お
り
、
団

地
の
敷
地
面
積

は
約
一
万
二
千

平
方
樹
。
団
地

か
ら
市
内
主
要

地
ま
で
の
き
、
犠
り
は
、
と
な
り
．
の
日
知

屋
東
小
ま
で
百
二
十
、
・
、
謬
言
ま
で
一

千
百
雇
、
日
向
市
駅
ま
で
一
千
五
百
ヨ
、

市
役
所
ま
で
が
一
千
九
百
ヅ
、
郵
便
局

ま
で
一
千
六
百
賢
な
ど
と
な
っ
て
お
り

通
勤
・
通
学
に
は
最
適
な
団
地
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
団
地
に
も
、
小
さ
い
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
べ
る
幼
児
遊
園

（
五
十
五
年
度
事
業
一
約
八
百
平
方

督
）
や
、
団
地
集
会
場
を
作
る
ほ
か
市

街
地
の
中
で
す
の
で
、
緑
地
の
確
保
な

ど
を
行
っ
て
団
地
周
辺
の
施
設
と
の
調

和
を
は
か
り
な
が
ら
、
塩
田
地
区
の
環

境
整
備
を
基
本
に
し
て
事
業
を
す
す
め

↓
9
こ
シ
ニ
い
し
’
、
い
ナ
伍
詣
3
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
年
度
中
に
は
市
南
部

地
区
（
美
々
津
町
型
通
り
）
に
、
分
散

庄
宅
と
し
て
第
二
種
住
宅
（
簡
耐
二
階

建
て
1
1
六
戸
）
の
建
設
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
住
宅
の
建
設
予
定
地
は

敷
地
面
積
約
九
百
平
方
酌
一
。
二
月
当
り

の
建
床
面
積
が
約
五
十
六
平
方
督
で
、

幼
児
遊
園
一
ヵ
所
も
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
塩
田
団
地
や
こ
の
住
宅
な
ど
が
完
成

し
ま
す
と
、
昭
和
五
十
六
年
に
は
日
向

市
の
公
営
住
宅
の
数
も
ほ
ぼ
一
千
戸

（
公
営
住
宅
の
比
率
1
1
七
。
一
鮮
）
と

な
り
、
住
宅
の
百
戸
に
七
戸
は
市
営
住

宅
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
，

　
終
わ
り
に
、
市
営
住
宅
の
工
事
現
場

ふ
近
の
み
な
さ
ん
に
は
、
交
通
、
騒
音

な
ど
、
．
し
ば
ら
く
の
間
こ
め
い
わ
く
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
市
は
で
き
る
か
ぎ

り
の
注
意
を
は
ら
っ
て
作
業
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
築
住
宅
の
入
居
申
し
込
み

受
け
付
け
ば
一
月
下
旬
（
四
月
入
居
）

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
く
わ
し
い
こ
と

は
、
十
二
月
の
広
報
で
お
し
ら
せ
し
ま

す
。
ま
た
、
次
回
の
空
家
入
居
の
受
け

付
け
ば
一
種
、
二
種
と
も
に
十
一
月
の

予
定
で
す
。

広報日向3

1
1
臨
時
議
会
口国
保
の
税
率
を
改
正

　
去
る
七
月
二
十
七
日
に
招
集
さ
れ
た

日
向
市
議
会
（
臨
時
会
）
の
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条

例
改
正
一
件
、
五
十
三
年
度
補
正
予
算

一
件
の
計
二
件
で
し
た
が
、
．
い
ず
れ
も

原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。　
条
例
の
改
正
は
「
日
向
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
、
こ
れ
は
保
険
税
の
最
高
限
度
額

が
税
法
な
ど
の
改
正
に
よ
り
、
十
七
万

円
か
ら
十
九
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

保
険
税
の
軽
減
対
象
世
帯
の
算
定
の
基

準
と
な
る
額
が
十
五
万
円
か
ら
十
六
万

円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
保
険
税
の
税
額
の
算
定
と
な

る
所
得
割
が
、
百
分
の
三
・
三
三
が
百

分
の
三
・
四
九
に
、
資
産
割
が
、
百
分
の

二
十
三
・
七
七
が
百
分
の
二
十
三
・
九

〇
に
、
被
保
険
者
均
等
割
が
、
四
千
九

百
五
十
一
円
か
ら
五
千
九
百
四
十
↓
円

に
、
世
帯
別
平
等
割
が
、
四
千
八
百
四

十
二
円
か
ら
切
干
八
百
円
に
そ
れ
ぞ
れ

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
は
、
第
二
財
光
寺
小
（
仮

称
）
校
舎
建
築
に
伴
う
も
の
で
、
校
舎

建
築
面
積
三
千
九
百
六
十
八
平
方
層
の

う
ち
一
干
四
百
六
十
八
平
方
層
の
分
を

債
務
負
担
行
為
で
施
工
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

　
一
年
後
に
せ
ま
っ
た
宮
崎
国
体
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
と
も
い
わ
れ
る
「
全
九

州
高
校
総
合
体
育
大
会
」
が
、
七
月
二

十
一
日
～
二
十
四
日
、
県
内
十
三
市
町

・
」
　
　
　
　
　
村
（
二
十
九
会
場
）

　
｝
一

　
　
　
　
　
　
　
　
で
開
催
き
れ
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
た
が
、
日
向
市
で

州高校総体終わる

ぎは全日ソ大会
九
つ

も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
の
会
場
と
し

て
七
月
二
十
二
、

二
十
三
の
両
日
、

主
会
場
の
お
倉
ケ

浜
運
動
公
園
と
完

成
し
た
ば
か
り
の

大
王
谷
運
動
公
園

（
陸
上
競
技
場
）

で
熱
戦
が
展
開
き

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は

地
元
日
向
工
業
高

校
（
男
子
）
や
富

島
高
校
（
女
子
）
な
ど
二
十
六
チ
ー
ム

が
参
加
。
男
子
で
は
熊
本
県
代
表
の
玉

名
農
高
が
優
勝
、
日
向
工
業
は
惜
し
く

も
三
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
女
子

で
は
、
富
島
、
都
城
商
が
ベ
ス
ト
4
に

勝
ち
進
み
、
つ
め
か
け
た
三
千
人
の
観

衆
を
喜
ば
せ
ま
し
た
が
両
チ
ー
ム
と
も

一
点
と
い
う
最
少
得
点
差
で
惜
敗
、
決

勝
ヘ
コ
マ
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
ま
た
九
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
の

三
日
間
、
お
倉
ケ
浜
、
大
王
谷
の
両
運

動
公
園
で
、
第
二
十
四
回
全
日
本
帖
子

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開

か
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に
は
、
前
年
度

優
勝
チ
ー
ム
の
三
菱
重
工
業
（
名
古
屋
）

や
、
佐
世
保
重
工
業
、
豊
田
自
動
織
機

な
ど
の
推
せ
ん
チ
ー
ム
（
三
チ
ー
ム
）

の
ほ
か
、
開
催
地
で
あ
る
宮
崎
県
か
ら

旭
化
成
チ
ー
ム
、
岡
富
チ
ー
ム
が
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
連
休
で

も
あ
り
ま
す
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

多
数
の
観
戦
を
お
願
い
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
開
会
式

顎
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恐
し
い
成
人
病

生
計
中
心
者
に
多
発

　
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
が
増
え

て
い
ま
す
。

　
こ
こ
ろ
み
に
、
昭
和
五
十
二
年
の
「
人

口
動
態
の
概
況
」
　
（
厚
生
省
）
を
見
て

み
ま
す
と
、
死
亡
原
因
の
ワ
ー
ス
ト
ー

は
「
脳
血
管
疾
患
」
つ
い
で
「
悪
性
新

生
物
」
と
な
っ
て
お
り
、
同
9
、
1
0
、

11

ﾊ
に
は
「
、
高
血
圧
性
疾
患
」
　
「
肝
硬

変
」
　
「
糖
尿
病
」
な
ど
、
い
隔
れ
も
「
成

人
病
」
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
死
因
が
上

位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
成
人
病
は
、
な
が
い
聞
の
社
会
生
活

の
申
で
蓄
積
さ
れ
た
も
の
が
、
生
計
中

心
者
な
ど
に
な
っ
た
時
期
に
発
病
す
る

も
の
で
、
男
は
四
十
歳
以
上
、
女
は
三

十
五
歳
以
上
の
、
社
会
的
に
も
家
庭
的

．
に
も
柱
と
な
る
よ
う
な
人
が
多
く
、
悲

し
い
事
例
が
、
数
多
く
見
う
け
ら
れ
ま

す
。
　
成
人
病
の
予
防
は
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
て
「
早
期
に
発
見
」
す
る
こ
と

が
第
一
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
は

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
毎
年
各
地
区
を

お
伺
い
し
て
、
成
人
病
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
受
診
者
が
非
常
に
少
な
く

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
成
人
病
は
ど
れ
も
、
初
期
の
症
状
は

問
題
に
な
ら
な
い
ほ
ど
軽
く
、
苦
痛
を

と
も
な
い
ま
せ
ん
。
自
覚
症
状
と
し
て

は
、
高
血
圧
に
な
る
と
、
も
の
忘
れ
を
す

る
場
合
が
あ
っ
た
り
、
肺
が
ん
で
は
カ

ゼ
で
も
な
い
の
に
セ
キ
が
出
た
り
す
る

程
度
で
す
。

　
そ
の
た
め
病
院
に
も
行
か
ず
放
っ
て

お
く
人
が
多
い
の
で
す
が
、
気
が
つ
い

た
と
き
は
す
で
に
〃
魔
の
手
〃
に
っ
か

ま
れ
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
ほ
ど

病
状
が
す
す
ん
で
い
る
事
例
が
多
く
あ

り
或
ず
。

　
市
は
こ
と
し
二
回
目
の
検
診
を
つ
ぎ

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

へ
）
受
診
し
て
、
健
康
な
毎
日
を
送
っ
て

く
だ
き
い
。

▽
九
月
五
日
H
日
向
漁
協

▽
九
月
七
日
一
曙
公
民
館

▽
九
月
十
二
日
一
松
原
公
民
館

▽
九
月
十
四
日
1
1
高
見
橋
通
り
公
民
館

▽
九
月
二
十
一
日
一
鳥
の
巣
集
会
場

　
受
け
付
け
時
間
は
、
午
前
九
時
か
ら

十
時
ま
で
と
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
．
．

新
農
業
委
員
決
ま
る

　
日
向
市
農
業
委
員
会
の
新
し
い
委
員

が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
（
敬
称
略
し

璽
選
挙
委
員
（
十
七
人
）

▽
奈
須
利
刀
（
奥
野
）
、
▽
河
野
広
元

（
曽
根
）
、
▽
河
埜
幸
之
助
（
落
鹿
）

▽
川
野
忠
志
（
目
木
）
、
▽
黒
木
一
義

（
往
還
）
、
▽
川
野
書
志
（
飯
山
）
、

▽
松
木
倉
夫
（
中
原
）
、
▽
甲
斐
他
人

（
金
ケ
浜
）
、
▽
河
野
敏
夫
（
本
谷
）

▽
和
田
久
雄
（
梶
木
）
寸
▽
高
橋
正
已

（
永
田
）
、
▽
井
上
忠
一
（
切
島
山
）
、

▽
小
西
今
朝
夫
（
比
良
）
、
▽
上
田
喜

助
（
亀
崎
中
）
、
▽
長
友
静
雄
（
松
原
）

［
、
黒
木
輝
雄
（
秋
留
）
、
▽
黒
木
竿
立

（
別
府
）

，

一ことし2回目の

1歳6ヵ月児検診
　
こ
と
し
六
月
か

ら
は
じ
め
た
二

歳
六
ヵ
月
児
」
の

健
康
診
査
（
第
二

回
）
を
つ
ぎ
の
要

領
で
行
い
ま
す
。

▽
日
時
1
1
九
月
二

＋
日
、
午
後
一
時

か
ら
三
時
（
受
け

付
け
ば
、
午
後
二

時
ま
で
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
）
。

▽
場
所
一
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
南
側
）

▽
該
当
す
る
幼
児
一
1
昭
和
五
十
二
年

一
月
一
日
か
ら
昭
和
五
十
二
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

　
こ
の
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
は

子
ど
も
の
運
動
機
能
、
視
聴
覚
な
ど

の
障
害
や
精
神
発
達
の
お
く
れ
な
ど

を
早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
適

切
な
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
心

身
障
害
の
進
行
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生
活
習
慣
の

自
立
、
む
し
歯
の
予
防
、
栄
養
そ
の

至
農
業
団
体
推
せ
ん
（
二
人
）

▽
鈴
木
幸
男
（
庇
手
）
、
▽
橋
口
貫
之

（
宮
ノ
下
）

◇
議
会
推
せ
ん
（
五
人
）

▽
黒
木
進
（
畑
浦
）
、
フ
松
木
↓
郎
（
山

下
）
、
▽
黒
木
清
五
郎
（
江
良
）
、

▽
増
田
義
男
（
高
松
）
、
▽
佐
藤
好
美

（
中
村
）
以
上
二
十
四
人
，

　
農
業
委
員
会
は
、
農
業
や
農
家
の
み

な
き
ん
の
一
般
的
な
利
益
を
守
る
た
め

他
育
児
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
相
談

を
行
い
、
健
康
な
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
い
ろ
い
ろ
な
指
導
、
助
言
を
す

る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
健
康
診
査
に
は
小
児
科
医

師
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
保

健
婦
、
看
護
婦
、
栄
養
士
、
母
子
保

健
推
進
員
の
か
た
が
た
が
応
じ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
一
．
て
い
ま
す
．
．

に
、
農
地
の
利
用
に
つ
い
て
の
調
整
や
、

農
業
経
営
の
合
理
化
な
ど
、
農
業
全
般

に
わ
た
る
問
題
を
農
家
の
み
な
き
ん
と

い
’
．
し
ょ
に
考
え
、
解
決
し
て
い
く
機

関
で
す
。
謬
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

．
ら
お
近
く
の
農
業
委
員
に
ご
相
談
く
ゼ

き
い
。
ま
た
、
七
月
二
十
八
日
に
開
か

れ
た
総
会
の
席
上
、
会
長
に
黒
木
造
氏
、

副
A
．
長
に
奈
須
利
刀
氏
が
互
選
｝
、
、
れ
ま

し
た
．

●

■
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先
の
議
会
報
告
で
も
簡
単
に
ふ
れ
ま

し
た
が
、
昭
和
五
十
三
年
度
の
保
険
量

　
　
　
　
　
　
　
額
（
税
率
）
が
決

　
　
　
　
　
　
　
ま
り
ま
し
た
。

世帯当り

　保険給付費は

棚
の
灘
翻

　
　
（
被
保
検
者
で
病

　
　
院
な
ど
に
か
か
る

　
　
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
　
国
民
健
康
保
険
で

　
　
負
担
す
る
費
用
）

　
　
の
見
込
み
額
を
も

　
　
と
に
し
て
課
税
す

　
　
る
総
額
を
定
め
、

　
　
こ
れ
を
所
得
割
額

　
　
資
産
割
額
、
被
保

ゆ
コ
コ
こ

　
今
回
は
、
ち
よ
つ
と
む
つ
か
し
い

｝
〃
考
え
か
た
〃
の
問
題
に
ふ
れ
て
み
ま

…
し
よ
う
・

一

一
　
部
落
差
別
、
つ
ま
り
被
差
別
部
落
出

一
身
の
人
た
ち
が
受
け
て
い
る
「
差
別
」

一
の
重
さ
、
き
び
し
さ
は
、
い
わ
ゆ
る
一

ノ
　
ゴ
　
ロ㎝
般
の
人
た
ち
に
ば
な
か
な
か
理
解
で
き

一
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

副
た
と
え
ば
「
差
別
」

…
の
周
題
に
つ
い
て
い

｝
ろ
い
ろ
話
し
あ
っ
て

…
み
ま
す
と
、
　
「
子
ど

｝
も
の
こ
ろ
、
よ
そ
の

…
家
に
行
っ
て
○
○
地
区
か
ら
き
た
、
と

｝
い
う
と
玄
関
か
ら
は
入
れ
て
も
ら
え
な

…
か
っ
た
り
、
し
き
い
を
ま
た
ぐ
こ
と
を

躍

層
許
さ
れ
な
か
っ
た
り
し
た
経
験
が
あ

…
る
．
が
、
い
ま
は
、
そ
ん
な
差
別
は
な

眉
い
」
と
言
う
人
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ

…
が
、
・
う
し
た
意
見
は
・
や
は
り
「
差

険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
記
等
割
額
の

四
つ
の
要
素
に
あ
ん
分
し
て
課
税
す
る

も
の
で
す
。

　
昭
和
五
十
三
年
度
の
当
初
予
算
で
説

明
し
ま
す
と
、
予
算
総
額
が
十
一
億
二

干
三
百
万
円
、
う
ち
歳
出
を
み
る
と
病

（
医
）
院
な
．
ど
に
支
払
う
額
が
十
億
二
千

四
百
八
十
七
万
六
千
円
見
込
ま
れ
て
お

り
、
予
算
総
額
の
九
十
唄
・
三
二
を
し

め
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
収
入
は
七

億
六
千
七
百
八
十
六
万
七
千
円
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
残
り
の
三
億
五
千

五
百
十
三
万
三
千
円
に
つ
い
て
は
、
ど

う
し
て
も
保
険
税
と
し
て
、
被
保
険
者

の
み
な
さ
ん
に
負
担
し
て
も
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
負

別
し
の
存
在
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
も
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
「
わ
た
し
は
差
別
し
た
こ
と
も

な
い
し
、
差
別
な
ど
考
え
た
こ
と
も
な

い
」
と
い
う
意
見
が
、
非
常
に
多
く
聞

か
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
同
和
対
策
事

業
特
別
措
置
法
に
も
と
つ
く
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
あ
る
地
域
を
対
象
地
域

同
和
問
題
を
考
え
ま
し
ょ
う
　
③

1
差
別
を
な
く
す
た
め
に
一

と
し
て
認
定
し
ま
す
と
、
そ
の
地
域
内

に
住
む
一
般
の
人
た
ち
や
、
周
辺
の
人

た
ち
か
ら
猛
烈
な
反
対
運
動
が
起
こ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
「
わ
れ
わ

れ
の
地
域
を
対
象
地
域
に
認
定
さ
れ
る

と
、
ほ
か
の
地
域
の
人
た
ち
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
が
被
差
別
部
落
出
身
者
と
間
違

担
す
る
割
合
を
決
め
て
も
ら
う
た
め
、

七
月
の
臨
時
議
会
に
提
案
し
て
、
審
議

の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
に
な
っ
た
も

の
で
す
、

　
こ
の
税
率
で
の
一
世
帯
当
り
の
保
険

税
は
、
四
万
四
干
六
百
六
十
五
円
と
な

り
ま
す
が
、
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す

る
一
世
帯
当
り
保
険
給
付
費
は
、
十
三

万
三
百
八
円
も
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
よ
う
な
経
済
事
情
で
、
被
保

険
者
の
み
な
さ
ん
も
大
変
で
し
・
虫
う
が

安
心
し
て
治
療
の
で
き
る
よ
う
、
保
険

税
の
税
率
改
定
と
納
付
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
四
月

　
一
日
か
ら
保
険
証
の
更
新
が
行
わ
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
か
た
が
た
が
手
続
き
を
さ

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
息
子
や
娘
の
噌

結
婚
話
に
さ
し
つ
か
え
る
」
と
言
う
の
帥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

で
す
。
こ
う
い
う
意
見
は
ま
た
「
差
別
」
　

的
発
言
そ
の
3
。
の
で
す
。
　
　
　
　
　
皿

．
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
「
差
別
」
だ
と
…

い
う
〃
考
え
か
た
〃
が
な
か
な
か
わ
か
｝

つ
て
も
ら
え
な
い
場
合
が
多
い
の
で
…

す
。
で
す
か
ら
「
差
別
」
き
れ
る
人
た
｝

　
　
　
　
　
　
　
ち
の
た
え
が
た
い
痛
…

　
　
　
　
　
　
　
み
な
ど
容
易
に
理
解
眉

　
　
　
　
　
　
　
き
れ
な
い
か
も
し
れ
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
ま
す
ん
、
　
　
　
　
曙

　
　
　
　
　
　
　
　
む
つ
か
し
い
の
で
…

す
が
【
．
差
別
」
を
な
く
す
た
め
に
、
私
耀

た
ち
は
ま
ず
「
差
別
」
の
あ
り
よ
う
に
働

つ
い
て
、
そ
れ
を
見
ぬ
く
こ
と
が
た
い
一

せ
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
差
別
」
馴

を
正
し
く
知
る
こ
と
で
す
。
　
（
同
和
問
｝

題
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
質
問
は
主

会
教
育
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
）
　
　
卿

垂
■
「
■
■
ミ
、
軸
、
亀
聰
、
、
、
隔
噛
聰
馳
」
、
、
馬
、
睦
亀
、
、
、
、
、
馳
聰
、
、
、
、
、
臨
聰
、
、
、
、
、
聰
馳
、
、
、
、
聰
馳
、
、
、
、
、
聰
聰
こ
、
、
、
聰
馳
、
、
、
、
、
聰
聖
、
、
、
、
、
聰
聰
、
、
、
、
、
馳
聰
こ
、
、
、
聰
聰
、
こ
、
、
亀
亀
、
、
、
、
、
聰
1
、
、
、
、
、
、
聰
嗜
、
、
、
、
、
し

れ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
約
三
百
世
帯
が

更
新
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
病
院
な
ど

で
は
旧
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
早
め
に
更
新
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

鞠
その他1

、43％i

歳

L123，000干円

47，614千円

　
稠
　
5
3
％

　
σ
2
1
η
包

　
金
庫
出
　
当
国

出

九
月
十
一
日
か
ら
98．124千円

その他

8マ％

歳

L123，000干円

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
新
し
く
選

挙
人
名
簿
に
登
録
き
れ
る
人
を
対
象
に

定
時
登
録
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
期
間

は
九
月
十
一
日
頃
ら
十
五
日
ま
で
。
新

た
に
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
の
は

昭
和
五
十
二
年
六
月
二
日
か
ら
昭
和
五

十
三
年
六
月
一
日
ま
で
の
転
入
者
で
、

転
入
届
け
を
済
ま
さ
れ
た

か
た
、
お
よ
び
昭
和
三
十

三
年
九
月
二
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
か
た
で
、
い
ず
れ

も
住
民
票
が
作
成
さ
れ
た

日
か
ら
、
ひ
き
つ
づ
き
三

ヵ
月
以
上
日
向
市
に
住
ん

で
い
る
か
た
で
す
。

な
お
、
こ
の
名
簿
は
こ
と

し
九
月
十
日
付
で
調
整
さ

れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ

戚；灸給．．f宝引§

1，024，876千円

　（913％）
、　　　　　　　　　　　ノ

い
．
．
ま
た
、
海
区
漁
業
調
整
委
員
選
挙

入
名
簿
は
資
格
を
有
す
る
本
人
の
申
請

に
基
づ
い
て
、
毎
年
新
し
く
名
簿
が
作

成
さ
れ
ま
す
。
申
請
旧
聞
は
九
月
一
日

か
ら
九
月
五
日
ま
で
．
、
申
請
書
は
各
漁

協
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。
申
請
も
れ

の
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

」
　
－＿ざ副績岬で

　藪Y　魯
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㊥

　　　　　細島みなとまつり

細島の八坂神社夏祭りに合わせた「ほそしまみな

まつり」　（細島港祭奉賛会主催）は7月21日から

23日まで盛大に行われました。祭り最終日の23日

　は、おみこしの海渡り行事のほか、古い伝統を

　　もつ太鼓台の町内巡行がありました。太鼓台

　　　は重さ700キロ。約30人の若者たちが、

　　　　ワッショイ、ワッシヨィのかけ声で町を

＼　　　　　練り歩き、港町細島は夜おそくまでに
　　　　　　ぎわいました。

内
と

市

　
こ
れ
は
お
お
き
い
一
市
内
塩
見
奥
野
の
奈
須
国
利
さ

ん
（
4
4
歳
）
宅
の
畑
に
で
き
た
カ
ボ
チ
ャ
。
こ
の
カ
ボ
チ
ャ

は
周
囲
が
一
・
二
賢
、
重
さ
十
ニ
キ
ロ
で
、
だ
い
だ
い
色
の
つ

や
つ
や
し
た
い
か
に
も
お
い
し
そ
う
な
も
の
。
い
ま
近
所
の
人
た

ち
か
ら
〃
お
ば
け
カ
ボ
チ
ャ
”
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

奈
須
さ
ん
が
こ
と
し
の
三
月
苗
を
も
ら
い
、
庭
先
の
畑
で
育
て
た
も
の

叫
、
、
ぐ
ん
ぐ
ん
太
っ
て
こ
の
大
き
さ
。
そ
れ
に
し
て
も
お
つ
け
な
ネ
。

歯
冒険の森を開放

ま
お

　　

@
の

＼
講

1
、
㎝
還
随

／
　
　
　
　
　
　
3
汐
欝
、

太
陽
と
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、

　
養
お
う
一
と
、
日
向
青
年
会
議
所
が
櫛
の
山
公
園
西
側
に
建
設
を
す

　
　
す
め
て
い
る
「
冒
険
の
森
」
の
↓
部
が
完
成
。
こ
の
ほ
ど
日
般
に
開

　
　
　
放
さ
れ
ま
し
た
。
冒
険
の
森
は
、
同
会
議
所
創
立
十
五
周
年
記
念

　
　
　
事
業
と
し
て
計
画
。
こ
と
し
四
月
に
着
工
、
日
曜
や
祭
日
の
会

　
　
　
　
員
に
よ
る
奉
仕
作
業
で
、
全
体
計
画
三
十
．
ポ
イ
ン
ト
の
う
ち

　
　
　
　
　
五
ポ
イ
ン
ト
が
完
成
し
た
も
の
で
す
。

昭和53年8月号

これはおおきい

獅

多
（
二

ノ

魯昔ながらのがらく漁

　川底に直径20～30α隊の石を集めて

積み重ね、ウナギの習性を利用して～

をする「がらく漁」がいま美々津石≦

で盛んに行われています。ウナギは了

し、昼聞は石の間に。その石を1つ『

除いて、ウナギの中央から尾っぽの至

つきで突くという古くから美々津地［

特のウナギ漁です。ウナギは土用の1

ですが、これから先秋口の下りウナ・

期とか。

　　　曳甑織。隅．贈騨蜂粋夢轡灘

三鷹川　’～（

ナギは夜行動

を1つずっとり

つぼの部分を、金

々津地区に伝わる独

土用のうしの日が一番
　　　　　　ヨりウナギ漁のころが最盛

謝一，r　繭鱗鐸辱》触知i蒙．
」
藁
メ
ニ

宰．

@
”
7
瓢

　
　
．
　
痛

諺
国
、
、

曳
　
．
．
煮

　
　
　
’
瓢
．
．

　
　
　
．
霞

鍮
題
．

恥風だ．≒
　　ヤボユ4　　　　　㌔・

蜘レ急
患；議蕊

　
　
　
乞
メ

．
璽
導
、
r

藁
．
，㌘

義
ズ
、

文
化
功
労
者
の

推
せ
ん
を

　
日
向
市
と
市
教
育
委
員
会
は
、
市
文

化
の
発
展
と
文
化
水
準
の
向
上
に
尽
く

し
て
い
る
功
労
者
を
発
掘
し
、
そ
の
功

績
を
た
た
え
る
た
め
「
昭
和
五
十
三
年

度
日
向
市
文
化
功
労
者
候
補
」
を
、
一

般
市
民
の
中
か
ら
広
く
募
集
し
て
い
ま

す
。
み
な
き
ん
の
ま
わ
り
に
功
労
者
と

し
て
顕
彰
す
べ
き
人
が
い
ま
し
た
ら
こ

推
せ
ん
い
た
ゼ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

▽
対
象
一
日
向
市
在
住
者
お
よ
び
日
向

市
に
所
在
す
る
施
設
、
団
体
ま
た
は
日

向
市
の
出
身
者
で
、
日
向
市
の
文
化
向

上
発
展
に
と
く
に
功
績
の
あ
っ
た
人
．
．

▽
授
賞
頃
学
術
、
芸
術
、
体
育
、
技
術

の
四
部
門
に
つ
い
て
顕
彰
し
ま
す
（
自

治
功
労
な
ど
は
含
み
ま
せ
ん
）
。

▽
推
せ
ん
書
離
市
教
育
委
員
会
事
務
局

社
会
教
育
課
（
市
立
図
書
館
内
）
に
あ

り
ま
す
。

▽
締
め
切
り
一
九
月
二
十
二
日
（
金
）

▽
推
せ
ん
書
の
提
出
先
1
1
日
目
市
本
町

九
番
二
号
、
、
市
立
図
書
館
内
、
社
会
教

育
課
　
　
　
　
・

▽
受
賞
者
の
決
定
η
推
せ
ん
き
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
［
，
日
向
市
文
化
功
労
者

顕
彰
条
例
」
に
よ
る
選
考
審
査
会
の
議

を
経
て
、
市
教
育
委
員
会
が
決
定
を
し

ま
す
．

　
な
お
、
ご
不
明
の
点
は
社
会
教
育
課

（　

諛
A
二
一
一
一
内
線
四
三
五
）
へ
お

た
ず
ね
く
だ
き
い
。

●

●
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歌
会
始
の
お
題
は
「
丘
」

　
宮
内
．
庁
は
、
昭
和
五
十
四
年
歌
会
始

め
の
詠
進
歌
を
募
集
し
ま
す
。

▽
お
題
は
「
丘
」
で
す
が
、
歌
に
は
「
岡
「

の
文
字
を
用
い
て
も
さ
し
っ
か
え
あ
り

ま
せ
ん
。

▽
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一
首

と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
用
紙
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
が

よ
い
）
と
し
、
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
、
毛

筆
で
自
書
で
き
な
い
場
合
に
は
、
代
筆

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
代
筆
の
場
合

は
そ
の
理
由
を
書
い
た
別
の
紙
を
添
え

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
盲
人
の
か
た
は

点
字
で
詠
進
し
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

▽
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半
面

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
（
本
名
で

ふ
り
が
な
つ
き
）
、
生
年
月
日
と
職
業

（
な
る
べ
く
具
体
的
に
）
を
書
い
て
く

　かやヂサジド

継｛

、
．
一

だ
さ
い
。
主
婦
の
場
合
は
、
単
に
「
主
婦
」

と
書
い
て
も
け
っ
こ
う
で
す
。

▽
詠
進
の
期
周
は
、
こ
と
し
九
月
一
日

か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合

は
、
十
月
十
一
日
の
消
印
ま
で
有
効
）

▽
あ
て
先
は
「
⑮
㎜
東
京
都
千
代
田
区

千
代
田
一
番
一
号
　
宮
内
庁
」
と
し
、

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て
く

だ
さ
い
。

職
安
に
申
し
込
み
を

　
最
近
に
お
け
る
き
び
し
い
経
済
情
況

の
中
で
、
国
に
お
い
て
は
景
気
回
復
を

め
ぎ
し
て
、
公
共
事
業
費
が
大
幅
に
拡

充
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
地
区
で

も
そ
れ
ぞ
れ
公
共
事
業
が
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

は
最
盛
期
に
入
り
、
日
向
公
共
職
業
安

定
所
へ
の
求
人
申
し
込
み
も
多
く
な
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
事

業
へ
の
就
労
を
希
望
き
れ
る
か
た
は
、

早
め
に
安
定
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

技
能
士
へ
の
早
道

ア将》，
そ
“
矛
門
オ
ー
篭
《
h
ル
孟
孟
刀
」
寿
ぼ

　
宮
崎
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
は
、
一

級
お
よ
び
二
級
技
能
士
訓
練
課
程
（
通

信
制
訓
練
）
の
受
講
者
を
つ
ぎ
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
．

了
二
級
技
能
士
訓
練
課
程

▽
科
目
1
1
機
械
加
工
、
仕
上
げ

7
・
期
間
　
一
力
年
（
毎
月
開
講
）

▽
受
講
料
一
八
千
円
（
年
額
）

▽
特
典
一
一
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が

免
除
に
な
り
ま
す
。

②
二
級
技
能
士
訓
練
課
程

▽
科
目
1
1
配
管
、
製
か
ん
、
建
築
、
建

築
塗
装
、
板
金
、
左
官
、
家
具
木
工
な

ど
二
十
九
訓
練
科

▽
期
間
叶
一
力
年
（
毎
月
開
講
）

▽
受
講
料
U
ロ
⊥
ハ
エ
ー
円
　
（
年
額
）

▽
特
典
一
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
が

免
除
に
な
り
ま
す
。

　
ぐ
わ
し
い
こ
と
は
、
宮
崎
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
（
冷
．
〇
九
八
五
－
．
五
一
－
．
・

一
五
＝
）
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

’”「「”「「’「厚．”ρ「Ff「印「」「．．．F．卜」．噛川噛1L1」1馬．い　　」1、h1、、、　、へ、訊V、＼＼＼　　　、、＼．

白ばらクイズ（20）

ク
、
岡
工
ン
4
～
》
へ
〃
！
ド
弧
セ
い
配
．
／
凶
“
r

　
〔
問
題
〕

　
選
挙
運
動
と
は
、
特
定
の
○
挙
に
お

い
て
当
選
す
る
こ
と
、
ま
た
は
当
選
を

さ
せ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
当
選
を
さ
せ

な
い
こ
と
な
ど
を
○
的
に
、
選
挙
人
に

対
し
て
行
う
一
切
の
○
為
を
い
う
。

▽
右
の
○
に
は
ど
ん
な
文
字
が
あ
て
は

ま
り
ま
す
か
？
　
答
え
を
は
が
き
に
書

い
て
、
本
町
十
番
五
号
市
選
挙
管
理
委

員
会
あ
て
九
月
十
日
ま
で
に
お
出
し
く

だ
き
い
。
正
解
者
多
数
の
と
き
は
、
抽

4
奴
p
〃
b
4
ー
ー
．
一
．
一
し
塗

　
　
ぜ
て
う
テ
　
　
ゼ
ぐ
　
　
　
　
く
ル
ぜ
ぐ
　
　
ル
く
じ
し
い
ド
　
ウ
　

斐
縁
懸
諺
離
　

名
、
任
，
齢
、
電
話
が
あ
れ
ば
電
話
番
号
“

　
繁
　
麗
　

◎
山
崎
恵
子
（
本
町
十
，
．
i
三
七
）
2
6
歳
鳶

③
依
反
地
明
美
（
塩
見
新
財
市
）
2
7
歳
硫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
一
6
」
．

　きん、シ

ね（繁∵

嚢レズ

　　（8）

　
障
害
年
金
は
、
一
定
の
加
入
期
間
の

あ
る
人
が
、
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ
（
．

て
身
休
障
害
者
と
な
り
、
日
常
生
活
に

制
限
を
受
け
る
よ
う
な
場
合
、
そ
の
障

害
の
程
度
．
に
応
じ
て
支
給
き
れ
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
障
害

年
金
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

支
給
を
受
け
る
条
件

¢
原
則
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
た
間
に
か
か
っ
た
病
気
、
け
が
な
ど

で
身
体
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

た
ゼ
し
、
老
齢
年
金
を
受
け
る
た
め
に

必
要
な
加
入
期
間
が
あ
れ
ば
、
加
入
を

や
め
た
後
の
病
気
や
け
が
に
よ
る
も
の

で
も
、
六
十
五
歳
前
な
ら
受
け
ら
れ
ま

す
。②
廃
疾
認
定
日
に
お
い
て
法
律
で
定
め

る
障
害
の
状
態
に
な
一
・
て
い
る
こ
と
、
．

⑤
二
定
の
保
険
料
納
付
条
件
が
あ
る
こ

と
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
廃
疾
認
定
日
と
は
、
障
害
の
も
と
に

な
っ
た
病
気
や
け
が
が
治
ら
な
い
場
合

は
、
は
じ
め
て
医
者
に
か
か
っ
た
日
か

ら
一
年
六
ヵ
月
た
っ
た
日
．
そ
の
間
に

治
っ
た
場
合
は
治
っ
た
日
が
廃
疾
認
定

日
と
さ
れ
ま
す
。

障
害
の
程
度
は
…
…

　
日
常
生
活
で
制
限
を
受
け
る
程
度
．
に

よ
り
一
級
、
二
級
の
二
段
階
に
わ
か
れ

て
い
ま
す
。
一
級
は
他
人
の
手
助
け
が

な
い
と
日
常
生
活
に
著
し
く
制
限
を
受

け
る
程
度
。
二
級
は
日
常
生
活
に
著
し

く
制
限
を
受
け
る
程
度
で
す
。

必
要
な
保
険
料
の
納
付
条
件

　
初
診
日
の
前
日
ま
で
の
、
最
近
の
　

年
間
の
保
険
料
を
す
べ
て
納
め
て
い
る

こ
と
（
こ
の
場
合
、
他
の
公
的
年
金
加

入
期
聞
も
通
算
き
れ
ま
す
）
。

障
害
の
程
度
が

　
　
　
　
か
わ
っ
た
と
き

T
．
障
害
の
程
度
が
障
害
年
金
を
受
け
て

い
る
閥
に
重
く
な
っ
た
り
、
軽
く
な
っ

た
り
し
た
時
は
年
一
回
提
出
す
る
現
況

届
け
、
ま
た
は
受
給
者
本
人
の
請
求
に

よ
り
年
金
額
が
改
定
き
れ
ま
す
，

乞
障
害
が
峰
く
な
一
・
て
、
障
害
等
級
の

い
ず
れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
一
・
た

場
合
は
三
年
問
支
給
を
停
止
し
、
そ
の

間
に
重
く
な
っ
た
と
き
は
年
金
の
支
給

が
再
開
さ
れ
ま
す
。
障
害
等
級
の
い
ず

れ
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
ま
ま
三
年
た

つ
と
障
害
年
金
を
受
け
る
権
利
は
な
く

な
り
ま
す
。

曾
　
障
害
伍
，
金
を
受
け
て
い
る
人
が
き
ら

に
別
の
障
害
に
な
っ
た
と
き
は
、
前
後

の
障
害
を
あ
わ
せ
て
障
害
の
程
度
を
認

定
し
、
一
つ
の
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
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葬
働

9
　
0

●
　
●

新
刊
図
書
の
案
内

　
市
立
図
書
館
に
、
つ
ぎ
の
新
刊
図
書

が
は
い
り
ま
し
た
の
で
、
ご
愛
読
く
だ

き
い
。

▽
児
童
む
け
の
も
の

　
新
編
教
材
百
選
シ
リ
ー
ズ
、
少
年
少

女
理
科
の
実
験
と
観
察
、
モ
ヒ
カ
ン
族

の
最
後
、
パ
ー
ル
街
の
少
年
た
ち
、
ふ

と
ん
海
水
浴
、
こ
ぎ
つ
ね
こ
ん
と
、
砂

　
　
　
し
　
　
れ
つ

　
　
　
給
　
　
さ
け

　
　
　
　
　
　
　
も

　　　　　　敬老年金を支給します

　市は、75歳以上のおとしよりのかたに敬老年金を支

ていますが、53年度分をつぎの日程で支給します。

　該当者のかたは、はがきで通知しますので必ず受給

てください。　（本人がこれないときは代理のかたでも

こうです。）

　当日は、通知書と印かんをもっておこしください。

敬老年金支給日程表

の
音
は
父
さ
ん
の
声
、
フ
ン
フ
ン
な
ん

だ
か
い
い
に
お
い
、
天
の
赤
馬
、
目
が

み
え
な
く
て
も
、
二
死
満
塁
、
や
ま
ん

ば
お
ゆ
き
、
入
類
誕
生
の
謎
を
さ
ぐ
る
、

リ
ー
バ
ス
、
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
、
メ
ダ

カ
の
列
島
、
時
の
扉
。

▽
成
人
む
け
の
も
の

　
日
本
農
業
全
集
（
第
十
八
巻
）
、
桃

花
流
水
（
上
・
下
）
、
五
十
万
年
の
死
角
、

父
と
子
の
対
話
、
戦
後
日
本
を
ダ
メ
に

し
た
学
者
文
化
人
、
一
億
人
の
昭
和
史

（
日
本
植
民
地
史
）
、
出
版
年
鑑
。

十
月
に
住
宅
統
計
調
査

　
五
年
に
↓
回
実
施
さ
れ
る
「
住
宅
統

計
調
査
」
が
十
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ

い
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
全
国
約
五
百
万
の
住
宅

を
対
象
と
し
た
「
住
宅
の
国
勢
調
査
」

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
み
な
さ
ん
が
た

の
住
宅
や
世
帯
の
構
成
な
ど
、
二
十
三

の
項
目
に
つ
い
て
、
調
査
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅

政
策
を
す
す
め
る
う
え
で
の
基
礎
資
料

と
な
り
ま
す
。

　
九
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の

周
に
、
県
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

み
な
さ
ん
の
家
庭
を
訪
問
し
、
調
査
票

を
配
っ
て
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
正

し
く
ご
記
入
の
う
え
、
十
月
一
日
か
ら

七
日
ま
で
に
再
び
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

　
調
査
し
た
こ
と
が
ら
は
統
計
を
つ
く

る
た
め
だ
け
に
使
い
、
調
査
員
や
関
係

者
が
他
に
漏
ら
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
・

法
律
に
よ
っ
て
か
た
く
禁
止
さ
れ
て
い

場 所［（午 前） 1（午　褒）

月　目　時間．
E 時 「閉毛9‘30～ll＝00）…… 時 閉（1：30～3：00）

曜　日 1場 所
1
　
区
　
　
　
　
名
1

1場　所 …　区　　　名

9月　／

@　i
」｝莱々津 …・・下渦・、鞭1

美々津　
　
｛
月
　
　
1
4
L
判

　
1
　
　
十
　
」
く

所

Iiijの原、余瀬

c石並．駅通り

i
l
l
！
支
所
．
1
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9月　1　　旨

岩 蟷

：1笹野東、中，西、金ケ浜．i　　　　　　　　口 ii　塩　　見

…紙鰯
　
i
火
’
i

！
集
会
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I
I

中
付
、
錫
財
市
1

！　　　「．5日1

1
支
［

所 1曙・美砂 ii（塩購… 権現原

9月　．

「細 島 Il宮の叔高硲、伊勢．：
11　紬　　島 2曽樫、畑謹

： 1　
．
火
1 1へ嘔、「L手向．清正 ．

旨

　　1
U口；

支 所 吉野厨、地蔵、八坂 支　　所 堀一方

9月　！

五十猛 切島由、L2区 i…老人福祉 西川内、本谷、広見
　
　
1
木
　
　
1
〆
7
日
i

神
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！

’祉　　　　i松原、往還・．山下

P（社旗所、．比良、秋留
c1　センター

高見橋通り、中原

倦随黶A西草場

9月　1 「

…福 祉 ．ヒ町、涙二町．本町 福　　祉・ 亀よ：1東、中、南

　　1金
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W日…

｛：事態所

|

1＝1］町馳哨町‘．ぞ源ヨ∫

P中央、花ケ丘
P

i
…
　
事
～
貴
所
1

「1三手亀梶穴、大．i浴

撃撃窒撃ｱ町、鶴町

1

9刷 1
福
i

祉

…
紐
町
証
館
． ！

！

1土 i ！公園通り漸生町；
1

　　…
E9・i i事承所

：
原
町
∴
1
『
ξ
砂
町
1 　　’

@
響
馳

ま
す
。

　
安
心
し
て
、
正
し
く
申
告
し
て
く
だ

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

簡
保
積
立
金
十
兆
円
に

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年

創
立
以
来
、
み
な
さ
ん
に
広
く
親
し
ま

れ
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
総
加

入
件
数
五
干
万
件
、
契
約
高
は
三
十
七

兆
円
と
な
り
、
資
金
総
額
は
七
月
四
日

に
十
兆
円
の
大
台
を
突
破
し
ま
し
た
。

　
こ
の
簡
易
保
険
は
、
加
入
者
の
み
な

さ
ん
か
ら
預
か
っ
た
た
い
せ
つ
な
信
託

財
産
と
し
て
、
市
な
ど
の
地
方
公
共
団

体
を
は
じ
め
公
団
、
公
庫
な
ど
政
府
機

関
に
融
資
さ
れ
、
住
宅
や
学
校
、
道
路

な
ど
私
た
ち
の
生
活
環
境
づ
く
り
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　
日
向
市
で
も
五
十
二
年
度
中
に
、
学

　

校
建
設
事
業
や
住
宅
建
設
事
業
に
四
億

四
百
八
十
万
円
が
融
資
さ
れ
、
こ
れ
ま

で
に
累
計
十
六
億
六
千
四
百
九
十
万
円

が
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
郵
便
局
で
は
、
こ
の
十
兆
円
突
破
を

契
機
に
、
こ
ん
こ
も
豊
か
な
住
み
よ
い

町
づ
く
り
に
役
立
ち
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
（
日
向
郵
便
局
）

、

藻
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
噸
…
…
　
…
…
…
…
叢
…
…
…
磁
…
…
…
…
…
…
鮮

　
　
　
　
　
口
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
ぎ
の
か
た
が
た
か
ら
社
会
福
祉
事

業
寄
付
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

▽
松
木
隆
（
中
村
）
、
フ
原
田
哲
夫
（
往

還
）
、
▽
松
葉
マ
サ
エ
（
清
正
）
、

▽
後
藤
邦
彦
（
吉
野
川
）
、
▽
黒
木
庄

一
郎
（
署
員
）
、
▽
緒
方
ミ
サ
エ
（
石

並
）
、
▽
甲
斐
佐
和
子
（
金
ケ
浜
）
、

▽
金
丸
光
男
（
曽
根
）
、
▽
橋
口
蹟
一

（
美
々
津
）
以
上
七
月
分
で
し
た
．
、

＝

「

嬬口

　
　
　
　
　
1
1
九
月
中
1
1

　
　
9
月
3
日

・
和
田
病
院
（
蟄
②
二
〇
四
五
）

・
滝
井
医
院
（
璽
②
二
四
〇
九
）

・
大
平
医
院
（
罐
②
三
三
二
七
）

　
　
9
月
1
0
日

・
三
股
病
院
（
矯
⑧
○
〇
三
四
）

・
今
給
黎
医
院
（
豊
④
二
四
五
九
）

・
東
　
医
院
（
舞
門
川
③
二
八
C
O
）

　
　
9
月
1
5
日
〔
敬
老
の
日
〕

・
樋
口
病
院
（
磐
門
川
③
一
〇
三
六
）

・
稲
原
医
院
（
豊
②
二
二
〇
九
）

・
吉
田
医
院
（
鷲
④
四
四
〇
一
）

　
9
月
1
7
日

・
千
代
田
病
院
（
需
②
七
一
一
一
）

・
柳
田
医
院
（
鯉
②
二
九
五
〇
）

・
田
中
病
院
（
蟄
門
川
③
一
四
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
㌔

　
9
月
2
3
日
〔
秋
分
の
日
〕

・
二
木
医
院
（
鍵
④
四
四
六
八
）

・
吉
森
医
院
（
篶
②
四
〇
四
六
）

・
協
和
病
院
（
繋
④
二
八
〇
六
）

　
9
月
2
4
日

・
鮫
島
整
医
院
（
豊
②
八
一
九
一
）

・
永
田
医
院
（
鯉
②
三
三
八
八
）

・
田
中
医
院
（
貧
②
二
五
一
五
）

○

e


	明日への息吹―一級建築士をめざして

	公共住宅事業―３ヵ年で１２８戸を建設―塩田団地

	臨時議会―国保の税率を改正
	九州高校総体終わる―つぎは全日ソ大会

	恐ろしい成人病―生計中心者に多発

	世帯当り保険給付費は１３万円

	九月十一日から選挙人名簿の縦覧

	細島みなとまつり

	これはおおきい

	冒険の森を開放

	昔ながらのがらく漁

	ねんきんシリーズ


